









































~~c~]+~l~, ~･OCl~. A3s:~~ec'7~*;~lUCv*t,_-~z~);~~ ~.~~:*.~)tL;~~~;('1~:~, ~~::~E~l~, ~:~~~ 
)~~)rl~r~~~ta)4 ~:~ (~~~)~~~C) ~~~ ~/ (N~~~0)~;~~~) ~~~) ~, ;~tL~tL~)~ti;~..~ec~.~ 
~D~~~~~~}t~~;~. ~f,_-, ~~~~~~:~~~}~, ~~:~*~o)~~;~~~~)~~7, ')ty ~)~)~ ,)~f~~~~~, ~~co)~fJ+~~~~ 
~~J+~~~ ecflL"*~*L~_ L f,_-~~:~-~e~~~~:~E~ ~ ~~~f LC v* ;~ . 
~~~~*=~~~;~;)~a)4 ~7:~~))~~~~~!~EE"~~~~~~. ~~)~< ~)~~j~, ~t~~v>< f,_-~)~c, ~:14~l~A~f~~i~~IR " 
~)~~*~ ~t~:~~Lt~~~~~, ~~~~lc~~~F)~ ~ ~~t;~. L~"L, ~~~~a);L~ }~ ;~~~)~i~~~~~~~~~EE~ *f~~;~ 
tfU;~, ~~~~~*,~~~;~~;)~~~~~tL;~)~ ~~~~t~ )1 ~~4'~LCv>;~~)~~)~ 
~~~",~~)J:L ~ I~, -~/ ~ -~ ~ ecf~~ ~ f,*-~)Icl~, ='*--･=g~:~ ~)~~4~'-----･--~*~~r~ ~ ~~*t~~f~~~~)J~~~~~);~ ~ ~ ~~ 
~~~~~f~~f~~;~. O~ ~, 'lz~ ("+'--')J) ~)4~;~i~~f~~e~tL}~~f~~~f~~v*. 
~~~',~~)~~ l~, ~~~ tLf~~~~~ iC L;C. ~~)~~i~jec)~;~~~･**-Fi~~f ~ . ~ v>;~. r~t ~~;~ ~~ 'J ('1~~ 
n~~*'*~~~ tL)J ~)~~~~~~4~~R~~~v*~A~~)~. ~E=-.7t~~ ~~)=-.~~~ ~)~~4----･~'---"~~~ ~ ~ ~ ~~~~f*~~~;~~~~ 
LCv) r-~-~; ~ )ty 4 (=-･'*='*==r~v*)J, ~~~>~~)*='*')~~~~t~~:~~ect***~~-~~t~ ~L~ ~ f..-Af..-t3~ ~ ~);~. 
~1 ~ Uf,_-~~a)='*･-･=~~lc~tL~, ~:~~~ti;~~~)~~;~1~, r~ :~ir (~~~~)J ~v>~,[~t~:~f ~ .~v* 
;~. ~~f~~~~ i~~tL,~~L;~~~:~ f~~~~~ I~t~~)4~~t~~~ ~~~tL;~ 
;L~l~, ;~~~)~47 ･ k:;~h')-~ ~~~;~~ ~F{it~)~~i~ ~~~~~~~~~~))~~;~~~~.~v*;~ ~~i~~~~ 
~D~~tf~~~a)~~)~~~~~~L;~~ ~~z~;~. ~ < Ic, ~~i~~ec,~･C, ~:~~~jc"~~.'^･~f~~~~ f~~v>~~i~~~c 
F~;~ ~)~~ ~~~~} ~~~ ~!,-J~1~~~1*~t~~~ ~'7J*~~b~ ~f~~v*~~~~~l~:;~~~~~)~. ~ 
tL~ )~ ~ ')4~D~i~~L~~a)~~~;~ ~~)~~f!~~:~~~v*~)~;~~~*~~~~~*'"*~cc,~~;~a)i~~~~~l~~~*~~ti;)~ 
~)~~ Hf7~~l ~~~~tL;~~~~:~~~)~ ;~~))~~)~T~~~~;F~I~~~~~H~C, ~~)~~))~f._-~3~;i~ 
~>~t, ~?~~~ i~7~e~*~l L7~ ~ ~) ~,~1*~btL~~~~*~~~~~~~ L~~~ ~ t~~v,~: ~L;~ ~ ~ c~f~~;~. ;~~) ~ ~~~F 
ec~) ~ ~ , ~~~~~~i~~cc~~X*~~tLC L ~ ~ ,~',~~~~ f~~ ;~. 
.~ 
~*~tLf~cv*~~ ~~IJ~L~~l)f~~";_~~~:i ~~~<A~ ~)~ j;~~l~ ~~~;~~~~~~~rL~U/:~~, ~~;~~~~~)~~ 
~lec'I~~ ~~L~~~~~~~~~);~. ;~~~~~~Ai~,L･~E~)~)~ ~ ~;~~~)'-~-.-･~'~'.･^.L~'=~~:f~ <~~ ~)~), ~~)J~:~l~~~~ 
~~~~)f~~f~~~ ~~~,jJ~f~~ < f~~v>. ;~~~~, ~~i~~~1~~~~ ~ ~ f,_-~)ec, ~~~)~U~i~~;4~~~~t;~. ~t~ 
~cJ~.~, ~tLi~~~;~~i~~)~ ~~~ft~~)~v>1)~~~ ~~)~fA~~~~)~ ~/;/7;/f~~~)~ ~~fe~~ 
tL;~. ~ ~c)~}~~L~ect~~;~~~~:A~--~~ = ~L~~~~~cf~~ ~~Z~~~:f~~~t~~f~~)~~:~j~i+Lf~~a)~~);~. ~ ~] ~, ~);~~~~:*~~~t;~ 4l~~T~)~ ~)c~I~, *~'~~~~~~~-;~~;~. ~~~~~;~I~~l~, *~'~~~~f~~~~ ~T~~n~~ 
~)~:~**~e ~.~ ~~ ~~~~~;a)4~~~~"~~ft;~ ;~LC, ~*~~uJ~~~~:t;~~)~~i~;~. '･~~~Ci~, r~ 
:/ ~ ~ ~i ~ J ~)~i~~L~~~;L'4'='T ~ ~L;~. ~l ~)~;~~L~~~~A~s:ec~~~f ~ tLC~~:~~;~~:~~,+f~~, b;~ ~l ~ }c f~~ ;~. 
















































































































































































































































































































































































































































= t~~~U~*~if~~~ - C7C:. f._- ~ ~)~~) ;~. 
~~-)~~f;~*a)~~~}~Ht7~ (~~~~) ~~~~7~~~)4'--~'-･--'"~1~A~E~~V>t~~V>. 1949~l~~~Lf"~:i~, ~::~f{~*~)i~ 
~~U~~~4'='~~.=."'--f~L~~f,_-~t~:1~~i~, ~~~~~Lf,_-. ;~UC, ~~i:~El~, I )~~;~a)~~f~~;~~l~~~~ 
~f~~ < t~~.~ L~ .f,_-(7)~~~~. ~:f*~~) I ~~~i~, Z~)~~tp~;~E;~A~~);~~~, ~~~~~ ~))~~ ~3c 
4~~'--'-･=･'-'*f~~~f~:~'7~~~tL~V>~~)~~~~5i~f,_-. ;~~)~~E~l~ UCl~, ~iV*)~f~_-t3i~, ~~~ ~,A~~:~!~4'='--"･=･----";fl Lt~~ 
< 7~~~.f,_-~ ~ ~,~~) I O~)i~~~l~ 7i~~.CV*;~. ~>OCi~, ~~~5(*~~=~I ~~-~~'xeJ7~)~~~,jJ'f~~~>'f._-~)eC 
~~･¥C;;~;~ ~ ~~::~Ei~ ~~=~~~k=~~~ f~~~:U~A~E~~a).lEl*~ ･ ~t'f~~~~)~~:U~V'~O)~~~~l~~~~);~. 
~~)l~47)V~)~~7 )V~~~~i~, ~t7~~V>b~, ~~;ty:/a)D~~~~~4~;~JUC~f,_-. ~~;~~; ~C 
~~;~~lf~~~C~~D~~~~)~~~);~. U~'L. ~~~ )V~~~*,~A~~O)~~!~~~}~ ~~.f~~~l~~(Bo )~n~~U~V*~ 
~'~Cl~, 4 )~~)~t~ :/~~/~4 ~)~~fi:ICi~~~}43~L~V* 
f,_-~V>~. L~>L. ~~~:~~~l~, A~E~~~)H~~~~~~EtlL~ 
U~ .f,_-~)~, I A~ L~~th? :/~~~~ELf~~V>~)~~)~. 
~f~~;~)f-'-'~:7~~iC~ tLi~, '.~~~)~ ~ ~~);~. 




~~)~~~(2)(3)~)2)~a)~h7i~, ~:~f'~~' 1, 2~FeC~:*~~:f'~~' ~~ 
~tft,_-~t?~f..-i~~~)~. ;~~L'~f'~~' I~, ~t7~O)~~~:H~}~~ 
f~~ < , ~~~~~~~~~~~"_."4~U, .~~:*~~~~,~~~~..^,.~~~Lf,_-B~A. ~)~iV*4~ 
~~i~hjC~.Ci~ ~~S~f~if~f~~:~~*~~);~~~f~~< ~:f~~;~,~~~ 
4-"~'-'--'~O)R~~liT~'~~, ~~:~~)~a)~U~+f~~V*a)~~);~. 
~~)kj/:~~rlt7i~ f~:7~~~~~~)~~~~e ~)f,_-;~. ~:/~'~7l~, ~,1~~~~);~. ~~l~~~ ~~r~~) ~~ * 
;~ ~f'-'~C7~~~~~a)~~;)~~>=~'-･-･~~LC<tL~ ;~/H~~l~ ~ / ~ :~i ~3~~~+eC'4~'T'f,_-)~~, ~~~~~~~~~4.~i~r~~~~~);~. 
)~~; ~ -)Va)~i'='.4ti~, ~~~-)V~f~*~)~L~~~~~~>*_'~~4~="-"-"-'--*ftuLCV+f,_- ~ ~)~~);~. ~!:~l~l~ v j (~~) 
~ ~~~l~~~U~~~~~~>~.'~tO< ~ 5f~~flL++~~~;~. ~~;~;~;~~Uf~~cC~==*'<f!~< 1945~l~~~l~ ~~ 
~~~~~~4,-"~'--･~'-'f~UCV*f..-~~~~)~~V*~. U~>L, ,f~"i~c<~:~rf'~~+ eC. H~~)~~~,*"-~~IUf*-~)~, )~~~)~~F~~~ 
~~)~l ~.~~ ~ ;~~)~ ~ i ~*~)~~ ~~~~U~ ~ ~)eC, ~);~~~-~l~~~TiCt,*"^~~~,1*LL~ L~ . 
~ ~)~~)-~ L~ V*~ ;t:/~ )V~)4 ffV~t~L~~~tL;~,~"~~;~7~~~-CL~.f,_-. 7t~~>~, 1945 
~~~~rf'*~~cC'jJ~L~~)~-~;s -)V~)~~~~~ 7~7~~L~L~ ~ ~~1~i~~l~ ~~~~~ ~~･~>~ f~LCV';~i~~~ 
~);~~ ~~ntLf~~V'e~~L~ ~ J~tL~f~=~~~t~a)}~, idi=~i;~)~~~);~~V*~. ~ U~~.CV>~)~~*~ 
~);~~Lf*-f~~~l~, 7, 80~~:~)~~~~~~~)~;)~l ~~~~tL~~U~V*;~ ~~)~~/~ )Vl~ ~~7~~~l~ 
.J.~; /i~~~*+~~)~ iC~~. C~~ ~ ~L~ ~ f._- ~ a)~~~;~. -~~cC ~~ - )V~~~*~)h~fj~t;~~~~I~, .'~i~~)~lO)~i~: 
~)J; ~ t~~ ~~)~~)~. (~~:~;i~/+4 7)V~)rlt~ l) 
T~~t;~~~;~~~~~･~)~.C, 2~~F~)*"*~~:~~=~~!_~:f~~*'"*~;~~~) ~ , ~i~~f~)JilC, ;~~-~~.C~~;~~~~ 
-17-
ボウグリ
（Beedger）
入　　口
　　　　　　　　　　　　　　　　　．東南の上に祀る
　　　　　　　　　　　　　　　　　主人が住む重要な部屋
所である。主人が，そ÷の部屋に住む。
　サマンが死亡すると空葬したものである。木の上に死体を乗せて，空に葬る。草原だけに火災
になり，野火で野焼きさせる。そのサマンの骨を拾い集めてから土葬にする。、この土葬の上に天
然の岩石を拾ってきて，積み上げる。そして建立するのがオボンみたいなもので，これをオボチ
というもので包む。しかし，ダウール族ではこれをサンドと呼ぶ。このサンドの後ろには，また
オボンを建てかける㈹。筆者の不勉強もあり，通訳がダウール族のことばを十分に理解できなかっ
たので，かくのごときの結末の調査となってしまった。
　そこで，．大問知篤三の「満州のシャマン教」から資料を引用してみたい。彼の研究の「ダウー
ル族巫考一ハイラル群を主対象として」の中から，とくにサマンに関係する部分を述べてみよう。
　前述の聞き書のとおり，ダウール族語では男女の性別による呼称の差異はない。すべてヤタカ
ンで統一されている。サマンは，満州・ソロン語で使用される呼び名である。この調査の時点で
海拉爾郡五個のモホンには，男巫が3人と女巫がいた。アラクチャン・モホンの巫は10数年前に
死亡して後継者が出ていない。このサマンは，満州に住んでいる漢族巫のように私的に活動する
のと反対で，モホン単位での公的な性質が少なくない。だからモホンサマンと呼ばれてもいるの
である。
　ダウール族では，最高の神として信仰したのがテングリであった。オジョールがモホンの信仰
対象としては中心的な存在であって，オジョールの意志のものでモホンの宗教的な二一ズに答え
るために人間界に派遣されている者がモホン・サマンであり，両者の結びつきは深い関係にある。
　氏族の共同の神を系統別に分け，3つに区分している。
　第1系統＝血統上の氏族の祖先神
　第2系統＝巫統上の氏族祖先でオジョール
　竿3系統r右のどれにも属さない氏族の共同神
がある。オミナン，ウンダーベイでは，各巫が少なくても3年ごとに1回は必ず夏期に野外に出
て3日間をかけてのモホンを単位として執行される大祭がある。これは，オンゴルに加護と感謝
し，祈願するものであって，巫自身の霊力を強化するためでもある。また，新巫が就任するとき
の儀式として，巫衣を新調したときと，重病人が直った者が感謝の念で執り行われるものである
と論述している。
　サマンが死亡する前に，ヤタカンは，葬儀の司祭者と葬られる地を遺言する。これはソーロン
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（巫夢）でもうすでに予知している。そして空葬にされる。サマンは，死後に。は，生まれ替わる
とする観念があり，二次葬の後とされている。
　とくにサマンが誕生することである。多くの場合は，青年期において必ず巫病の精神錯乱状態
になることが欠かせない条件である。それをサマンが病気を直すのを依頼され，呪術的な方法に
よって，その病人の原因が，モホンのオジョールの意志によって発病している．ことが知られる。
この巫病から逃れることのできる道はただもう1つだけであり，モホン・サマンにするために巫
病にして選び出すのだが，誰も周囲の人たちにはわからない場合が多いのである。ダウール族の
サマンは，みんなから尊敬される存在である。
　こうして，巫病に罹った者が1人のサマンに指導を受けて修行する。この師匠にあたる親サマ
ンをバクシ・ヤタカン（師巫）という。一定の修行で習得してから，オミナンという儀礼をする
と一人前のヤタカンとなることができる。
　こうした事実から，サマンとなるのは，氏族の巫であるオジョールの意志によってサマンとなっ
たモホン・サマンに限定されるのがダウール族の基本的な傾向である。
　ダウール族の古老の伝承が大間知のサマンの出現謂を述べているので，次に挙げてみよう。
　「一人の巫の出現する経過について，海拉爾群デンテケ・モホンのビンゴー・サマンの事例を
述べておく。ビンゴーは，17歳の時，祖父とともに馬に乗って，ホヂンノールのシャンドンを参
りに行った。帰途に着いてから，銀で飾った木椀を置き忘れてきたことに気づいた。それでビン
ゴーは一人引きかえした。椀はあったが，急いでいたためかシャンドンに挨拶もせずに，すぐ馬
首をかえして駆けだした。ところが，非常におとなしい馬であったのに，急に暴れ始めた。彼は
振り落とされ，肩と腰とが脱臼し，気狂いのようになってしまった。祖父の方では待てども待て
どもビ’ンゴーが帰らないので，不思議になって引きかえしてみると，わが孫は狂人の如く叫ぶば’
かりである。それで牛車に乗せて家に帰った。脱臼はじきにおさまったが，気狂いはどの巫に頼
んでもなおらない。彼は屯内の家から家を訪れ廻り，小刀を腹に刺しこんだり，，それで舌を切っ
たりする。人々は恐れて皆刃物を匿してしまった。ある時は快くなるが，じき悪くなる。そして
ヤタカンにしてくれなければ何時までも乱暴をし，村を安定せしめないという。ついにポソクチ
エン・モホンのラマ・サマンをバクシ・ヤタカンとして巫道を学び，18歳の時にラマ・サマンに
頼んでオミナンをして，正式の巫となった。㈹」
　現在は，サマンの姿を民間で見ることができない。解放後に，病院が建設されて，その巫業が
できなくなった原因にもよるものである。そのためサマンは，全然いなくなった。
　元来サマンの職能には，2つの性格がみられた。①民問療法で，病気を直すことと②呪術者と
しての占いの託宣をする役割があって，集落での存在意義の重要なものだった。だからサマンは，
白分の息子に医術を教え伝承してきたものだが，現在ではすでにこうしたことはなくなっている。
もしもサマンが死亡するときに，後継者の息子がいない場合には，集落の中から後任のサマンを
捜し出す。しかし，解放後の1949年以降は，サマンの儀礼は，だんだんと少なくなり，文化大革
命前は，全くなくなった。つまり，1966年までは，サマンの呪術的な行為や医療を許してはいけ
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ないとし，・それを迷信だといって禁止されたのである。そして，病院があちこちに建築されて，
病気を直すサマンがだんだん少なくなり，白分で働くように転業したのであった。田舎のサマン
は，畑に働きに行き，農作物をとって生活した。牧業地区では，牛や羊を仕事にするサマンが現
出するようにもなった。ごく最近までは，サマンの儀礼もみることができなく少なくなってきた。
それ以前には，サマンのいろいろな儀礼を行った人が1人いたが，あくまでもサマンのまねをす
る行為であった。その人は，トゥミヤンという名の人であったが，どこに行ってしまったか不明
だという。
　集落で，かつてサマンの後任者を捜し出すのに規準がある。どのようにして選ばれるかは，次
のようだという。集落の中で，長い期間にわたっての病人がいたがその人が突然直る。しかも自
然と白力で克服して直ったのである。そうした人がサマンになる可能性が大きい。そこで年寄り
のサマンが，新しいサマンの先生となっていろいろと教えてやる。とくにサマンの現出のときは，
同族から選ばれるのが必要条件となっている。
　サマンが民問医療の儀礼を執り行っ．てきた。とくに，サマンは病気を直すときは，伝承によれ
ば神様との対話ができるとされている。それで儀礼を執り行うときには，精神病者のようにいろ
いろと話をする。その話すことばが神のことばであり，ご託宣だという。だから神は病気になっ
たレイクンをつかまえるにくるのだ。また，サマンは，①祭りの儀礼に参加している。②医術は，
お祭りの儀礼をしてから，病人に薬をやってきた。だから，病気を直すときには，太鼓を叩くと
きに自分で思ったことを話す。つまり，太鼓を叩きながらの即興創編となる。そのときの奏でる
歌は，とてもメロディが美しいものである。△の形をした神の依り代を木でつくり，神の象徴と
みたてている。その巫儀からは，内容によって供え物が違う。①病気が比較的に軽い方は鶏を殺
して供える。②重病人であれば，羊と牛を殺して供え物とする。③神様によっても区別され，（ア）
祖神，（イ）天神，（ウ）雷神などはそれぞれの供物を供えて，神に祈願する。したがって”病気の内容’
と，祈願する神様は，その病気の種類によって異なるのである。
　サマンがお祭りの儀礼をしたときのことばから何の神は，どういう動物などを食べるかを述べ
るのである。
　神によって食べたいものが違うのである。たとえば，祖先神は，牛の肉を食べるので，牛を殺
して供える。草原や牧場地区では，牛や羊も病気になることがある。その場合は，ヤシカメンと
いうサマンを依頼する。そのときはジャチ神を頼んでの儀礼が執行される。
　山の神をバイナチャという。狩猪の少数民族は，山の神の信仰が厚い。彼らの民族での禁忌事
項は，山の中に入ったら冗談を言わない。そうした行動を許してはいけないとされている。また，
家に帰ってきたときは，自由に話せる。山中での冗談ごとは，いろいろな不幸を招来すると考え
られている。日本の山ことばと同様に熊のことを熊とはいわない。かつての狩猪民族の文化は，
低い程度のものとみなされる傾向があった。狩猪のときに熊がみられて，熊のいろいろな動作は，
祖先の人たちであると信じている。山に入り，いろいろな動物を鉄砲で撃って殺す。それを動物
が死んだとは言わないのである。あくまでもヤスムという。入山するときは，山の神の儀礼を行っ
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て，ジユンジヨ（酒）をアミカン（熊神）に供える。狩りに出かけて行くときは，1番の年上の
人が責任者となり，その代表者の話を信じて行動するのである。・日本とは異なって，山の神は男
性だとしている。白樺で彫って年寄りの老人の髪が長い方である。そこで，入山して木の切り株
に坐ってはいけないとするのも，そこが山の神の坐る場所だからである。だから普通の人がその
株に腰かけると崇りがある。山の神は不自然な木に宿るのであり，山の神の祭祀は，狩りに出か
けて行く前日に祭りを実施する。そのときに供える動物の肉はやせた肉類のものとするなど，狩
猟文化に関連する伝承がハイラルの民族研究所の女性研究者からの聞き書をここに参考までに挙
げるとともに，サマンの活動した時代にも言及したものの，現在では，その姿が民俗展示館でみ
るしかない。
　そこで，過去のサマンの資料が得られたので≡引用してみたい。
　口合赫ホの「都温克族薩満文化」の中で，サマンの由来の項目がある。
　この少数民族のサマンは，選挙によって選ばれるのではなく、「而是一般得了重病，長期不見
効…　　」とあることでもわかるように，一般的には，重病に罹り長期間にわたって直る見込み
のなかった者がサマンの後継者となろうと思ったときに，病状が1央方に向かった者か，または，
突然精神異常者となり，大騒ぎをして大あばれをした後で，病症から回復した者の中より物色さ
れる。これは，日・韓・中のシャーマンが，巫病からの治癒によって巫者となる同じパターンが
内在しているもので興味深いものである。
　一旦サマンとして選定されると，もっぱら神懸りを修行し，一神鼓の打ち方と基本的な振る舞い
を学習する。そこで，アミナレン（奥米那仁）という祭祀儀礼を経過してから，老サマンは，新
巫のサマンに教授する。3年後になってからサマンの舎温（二神霊）が懸依して、身体に愚きま
とったとみなされてから，新サマンは，はじめて治病や宗教活動に従事する資格を持つのである。
職能としては，次の2つの性格があり，①病人のために神を祀り，鬼（死者の霊）を祓って氏族
の禍を途く儀礼を執り行う。また，②神霊を求めて狩猟の好運などのマジナイ（呪術）を唱える
のである。サマンが海霊の世界との交流のために，必ず何らかの方法がとられるのだが，サマン
は神に心酔するという方策がなされて「神と相通ずる者」として表現される。サマンは，マイナ
イを唱えて神鼓を打つ。その響き渡る太鼓の音に導かれるままに，気違いの状態に入って行くの
で，いろいな憶測が生まれる。ある神霊がサマンに患依したときは，サマンの語ることばは自分
の意志ではなく，神霊によるもであるとしている。だから，この少数民族問では，「神是通　薩
満的囎来和人間説話」（神はサマンの口を通じて人間と話をする）と神観念を表現している。サ
マンの魂は体外に飛び出し，脱魂型となり，「在神策世界中遊瀞」（神霊の世界に遊ぶことができ
る）ときには，神霊のことばを交わし，場合によっては神とつかみ合いをするというのである。
　サマンの儀礼を宗教の視座でとらえると，神降ろしと神への祈願である。その一つが病気の治
癒のために神降ろしが実施される。だからかつては，神降ろしは，病気を直して，悪霊を退散し
てもらったのである。サマンは，．病人の家にやってきて，サンかまたはシエンフリ（よもぎ）を諸
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神のために焚く。その煙の中で神鼓をいぶして，神衣を身に纏い，胸には保護のための神偶とト
、ク（托利＝銅鏡）と掛けて，左手には神鼓を持って，右手には鐙を持ち，マイナイの歌を唱える。
神にひたすら祈念して，両眼を閉じて，鼓声に次第に高音となって行く。そうして，最初に氏族
の起源を語り出す。次には病気の原因をたずねる。サマンに神霊が懸依すると，神鼓を打ちなが
ら左右に動き，1光惚の状態となる。やがて大声を張りあげて怒鳴り病魔を退散させてから，門外
に出て，草を束ねて作った鬼の弓で射る一。そして，病魔が退散する儀礼が終了したことを告げる
ことで，病人の精神はふるいたって，病症が好転したか，すでに治癒できたかを直感するのである。
　もう1種のサマの宗教儀礼に，アオミレン（奥米那仁）＝5月の神祭り儀礼が重要なものであ
り，荘厳な儀礼でもある。この祭祀儀礼には2つの意味が内在する。1つが老サマンが新サマン
ヘの教授，つまり師匠として伝授するものと，あと1つは，全部のアオクン（毛昆）の大家族と
いう（姶拉）の氏族の平安無事を神に祈願することである。この儀礼は，普通で3日間にも亘っ
て執り行われるが，この儀礼には，必ずサマンの家族によってその儀礼が主催されることが必要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かば条件となっている。そして，トルゥ（托如）は神木として祭祀される。この木は，庭に1本の樺
の木を立て，屋内にも1本の柳か楊の木を立かけて，この2本の木をソンナール（松那熱）で張
り囲み，結び目をつけたもので，木の枝には沢山の色とりどりの絹意糸か布を掛ける。そのとき
には，必ず2人のサマンが神降ろしをしなければならないのである。1人のサマ，ンは，大家族の
者で，もう1人は来てもらった他の氏族のサマンである。招待されたサマンを飾りとするのであ
る。儀礼のときには，大家族の毛昆の老若男女は，2本の木の真中に集められて，ノロ鹿の首の
皮で作った縄でしっかりと巻きあげられる。もしも縄が以前より長くなっていれば，毛昆の人口
は増えると予測されるし，縄が以前にもまして短くなっていれば，将来に流行病が発生するとか，
人口が減少するとか予測するのである。この儀礼は，普通3年に1度は施行される帥。
　以上が筆者の関心のままに，文献を拾い読みして取り挙げた内容であり，ハイラルのサマンの
過去の職能と成巫に言及したものである。
　最後に台湾のシャーマンのダンキー（童占L）に言及する予定であったが，資料のみの提示にし
たい。
　台湾のシャーマニズム研究として挙げなければならないものに劉枝萬の「台湾のシャーマニズ
ム岬」と「童占Lの世界一台湾qシャーマニズムー㈹」がある。また，国分直］の「台湾のシャー
マニズムーとくに，童占Lの落嶽探宮をめぐって一¢o」があり，漢民族などの研究で欠かせない問
題でもある。
　台湾のシャーマンも「霊が懸依し，霊媒としての鬼神の意志を伝達する」と劉枝萬ρ定義から
判断する限りでは，神が降りて来て神懸りする降神型である。死者にかわって死者のことを伝達
する口寄せ巫女がアンイイ（嬢）であり，東北地方の口寄巫女のイタコとの比較は，今後に残さ
れた研究の課題でもある。
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（5）あとがき．
　東アジアの宗教民俗の中でも，とくにシャーマニズムを対象に，日本・と韓国，中国の少数民族
のサマンを論述して，その入巫過程での比較研究にあったが，それぞれの例示にとどまってしまっ
た観がまぬがれない。まだ筆者には，日本での東北地方のシャーマニズム観の視座から，東南ア
ジアのシャーマニズムの研究が，ここ数年で緒についたばかりである。そのため，十分な現地調
査もできず，文献資料の消化できぬままに終わざるを得ないのである。シャーマンの属性が，エ
クスタシィであるかポゼづションであるかを問題にせずに，トラシス現象こそがシャマニックな
基本的特質と主張する学者もある。だから巫者が巫儀を執り行うときにトランスの状態となるこ
とができるかが重要な点なのではなかろうか。その意味においては，日本，韓国，中国の少数民
族（オロチョン族の資料はあるものの，提示できない）や台湾のシャーマンには，このトランス
の状態が共通してみられる点が挙げられよう。つまり，一定の呪術的行為のために，主体者の点
我的な状態に入って，別人に変身し，特定の神霊の託宣をし，教示するのである。
　桜井徳太郎は，朝鮮半島と日本の場合のシャーマンの相違点として，朝鮮半島では，巫業のと
きの巫堂が巫具の音に合わせてダイナミックな動作を示すのに対して，日本の巫者は，ほとんど
が坐ったままで，立舞いすることの少ないことを述べている。
　研究の動機が，比較することに主眼があったのに，その一端の入巫過程をポイントにしながら，
その考察の不十分さを，今後の研究課題としたいと考えている。
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韓国文化編纂委員会編．
『韓国文化象徴辞典』
　韓国で始めて編纂された「文化象徴辞典」である。
韓国の民族文化を象徴する様々な言葉（名詞）を156
の大項目として取り上げ各項目ごとに「語源」「神
話」「巫俗・民俗」「風習」「宗教」「東洋文化」「歴史・
文学」「現代・西洋」「図像」の9つの小項目に分け，
それぞれ別の執筆者が担当するという形態をとって
いる。項目として挙げられた言葉を見ると，「春」「夏」
「秋」「冬」「海」「山」「川」といった白然の事象を
表す言葉，「犬」「かえる」「菊」「梅」といった動植
物の名，「手」「足」など人体の部位などのほか「鏡」
「旗」「門」といった人問の作りだした事物も含まれ
る。こうしたごく基本的な語彙の一方で「檀君」「陰
陽」「鬼神」といった韓国の思想・文化史を論じる上
で，、欠くことのできないタームも盛り込まれており，
韓国の民俗文化の理解という編集方針が貫かれてい
ることが理解できる。しかし，「現代・西洋」という
小項目にもみられるように，広く世界的・現代的視
野で韓国文化を位置づけようとする姿勢も窺え，そ
れが本辞典の長所ともなっている。
　編纂委員の1人であるイ・オリヨン氏が巻頭言の
中で，「国旗は人為的に定めた象徴物であるために，
国体が改’まったり，歳月がたては凌化する。しかし，
一国の民俗が持つ心の中の象徴体系は一朝一夕に変
わるものでない。数千年，数万年生きて来た問に心
と心で受け継がれてきた文化の沈澱物であるため
だ。」（紹介者訳）と述べている。ここでいう「一国
の民族が持つ象徴体系」が指すものが何かを知るこ
とこそ，本辞典に込められた意義を知ることにもな
ろう。このことについて，同氏は，韓国人が「チョ
ンセク（青色）」と「チョロクセク（草緑色）」を区
別せず，空も木も「ブルダ（あおい）」と言うのに対
し，西欧文化圏では1〕luざと‘indigo　blue’を区別せず
同じ色として表現するといった「色彩言語」の問題
を一例として挙げている。これは一例だが，言語と
その象徴する世界が「心の象徴体系」の重要な要素
であるという氏の主張に対して，異論を唱える者は
いないであろう。
辞典の内容に則して言えば，民俗学・人類学研究者
にとって非常に使いよい構成と，豊富かつ有益な内容
を持つ辞典である。読み物としてもよい辞典である。
また，各大項目ごとに，参考文献が挙げられているこ
とも本辞典の優れた点と言える。　　　（大山孝正）
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